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スタッフ紹介

診療のご案内　202620

循環器内科

中
なかむら

村　　猛
たけし

 病院教授 （H7）   虚血性心疾患/成人先天性心疾患、紹介初診
全
ぜん

　　　完
かん

 准教授  （H9）   心血管インターベンション、心臓弁膜症カテーテル治療、紹介初診、左心耳閉鎖
星
ほしの

野　　温
あつし

 講師   （H15） 虚血性心疾患・心不全
中
なかにし

西　直
なおひこ

彦 助教   （H16） 肺高血圧・成人先天性心疾患
山
やまの

野　倫
みちよ

代 助教   （H11） 心筋症/弁膜症
妹
せのお

尾恵
けいたろう

太郎 准教授  （H18） 不整脈
木
きたに

谷　友
ともや

哉 助教   （H19） 再生医療、心不全
津
つばた

端　英
ひでお

雄 助教   （H22） 心血管インターベンション/肺高血圧/動脈硬化性疾患（高血圧・脂質異常症）
伊
いとう

藤　之
のぶやす

康 助教   （H23） 心血管インターベンション、心臓弁膜症カテーテル治療、左心耳閉鎖
前
まえだ

田遼
りょうたろう

太朗 助教   （H24）  成人先天性心疾患・心血管インターベンション
白
しらいし

石　裕
ひろかず

一 講師   （H6）  不整脈/心不全/心臓リハビリテーション/紹介初診
山
やまの

野　哲
てつひろ

弘 准教授  （H7）   弁膜症/心不全/心アミロイドーシス、紹介初診
西
にし

　　真
まさひろ

宏 特任講師 （H22）虚血性心疾患・心不全・心筋症
小
こばら

原　　幸
みゆき

 客員講師 （H元）  心筋症/心不全
藤
ふじもと

本　智
ともたか

貴 医員   （H27）  心臓弁膜症/心血管インターベンション、心筋症/心アミロイドーシス、動脈硬化性疾患、
線維筋性異形成

高
たかはら

原　在
もとよし

良 医員   （H28） 心血管インターベンション、心臓弁膜症カテーテル治療、左心耳閉鎖
小
おざわ

澤　孝
たかあき

明 医員   （H29） 血管再生・下肢血管
牧
まきの

野　真
まさひろ

大 医員   （H29） 不整脈

診療部長

的
まとば

場　聖
さとあき

明
教授（H2）
狭心症・心筋梗塞・
心不全・再生医療・
紹介初診

◆ 冠動脈インターベンションの症例が多く、光干渉断層法や血管内超音波を用いて評価、高度石灰化病変の治療などにロータブレータを
使用し、冠動脈完全閉塞例など幅広く対応しています。
◆ 重症の心不全治療急性期には心臓補助ポンプImpellaも使用して、慢性期までリハビリテーション、運動療法、食餌療法を積極的に行っ
ています。
◆ 心不全、下肢虚血、肺高血圧に伴う呼吸不全等様々な疾患に対する心臓リハビリ、運動療法を積極的に行っています。
◆ カテーテルアブレーション（高周波、冷凍、パルスフィールド）、ペーシングによる不整脈治療、心臓再同期療法も数多く実施していま
す。心房細動や重症心不全患者さんの治療が増加中です。
◆ 慢性血栓塞栓性肺高血圧症や心房中隔欠損症、ファロー四徴症術後の肺動脈弁閉鎖不全症に対するカテーテル治療を行っています。近
畿・北陸地域から多くのご紹介があります。
◆ 小児期から治療中の方、成人後に診断された先天性心疾患患者さんを対象に成人先天性心疾患専門外来を開設しており、病病連携、病
診連携も充実しています。
◆ 下肢血管虚血に対するインターベンションの実績も多く、重症虚血下肢に対する自己骨髄単核球による血管再生医療と2本柱で実施中です。
◆ 増加する高齢者弁膜症患者さんにカテーテルによる大動脈弁置換術（TAVI）や僧帽弁形成術（TEER）も数多く行い全国トップレベル
です。こういった低侵襲カテーテル治療は生体弁機能不全やより若年高齢者、透析患者さんに対しても適応が広がっています。また、
出血リスクが高い患者さんが、心源性血栓塞栓症予防として内服している抗凝固療法を中止するために行う左心耳閉鎖術も低侵襲カ
テーテル治療が可能になり当院で行っています。
◆ 肺高血圧症専門外来では、鑑別診断や最適な治療選択の相談・検討を実施しています。
◆ 心アミロイドーシス専門外来では、鑑別・確定診断と速やかな疾患修飾治療の導入を実施しています。（金）
◆ スタチン製剤で低下困難な高LDL血症（家族性および二次予防）の方にPCSK9阻害剤の自己注射指導や導入期説明を行うPCSK9阻害薬
治療導入外来を実施しています。（月）
◆循環器センター
循環器疾患は急変しやすく、治療法選択もスピードが要求されます。心臓血管外科や救急医療部、医療機器管理部（ME）、看護師、
放射線技師、理学療法士と連携しハートチームとして治療に当たります。救急患者さんの紹介はまず救急医療部へ搬送していただくシ
ステムですが、循環器センターとして24時間体制で直接連絡を受けられるようにしています。次ページPHSをご利用ください。
◆ 軽症から重症まで、さまざまな心臓血管病の方に通常の薬物療法から上記のような特徴ある先進医療まで的確な治療を、誠意をもって
取り組んでいます。安全と信頼を得るためにスタッフ一同日夜研鑽を積んでいます。

月 火 水 木 金

初診・再診
（専門外来）

的場
（心筋梗塞・再生医療）
（高脂血症PCSK9、紹介初診）

木谷
（予約外）
小澤

（血管再生・下肢血管）
妹尾

（午後：不整脈）
ペースメーカクリニック

第1週、白石
第2週、戸村
第3週、牧野
第4週、筧
第5週、白石

白石
（不整脈・心不全・

心臓リハビリ、紹介初診）
西

（予約外）
伊藤

（虚血性心疾患・下肢血管・
弁膜症）

全
（心血管インターベンション、
心臓弁膜症カテーテル治療、
左心耳閉鎖）紹介初診

藤本
（予約外）
山野倫代

（心筋症・弁膜症）
津端

（心血管インターベンション、
肺高血圧、動脈硬化性疾患
（高血圧・脂質異常症））

中村猛
（心房中隔欠損、紹介初診）

小原
（心筋症）
中西

（肺高血圧・成人先天性）
星野

（予約外）
前田

（成人先天性）

山野哲弘
（心不全･弁膜症、
心アミロイドーシス・

紹介初診）
牧野

（不整脈）
高原

（予約外）

私たちの業務

外来診療担当医師予定表 令和 8年 7月 1日現在
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実際の診療
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病 名・病 態 必 要 な 診 療 当 科 の 対 応
急性期虚血性心疾患
（狭心症・心筋梗塞）

心電図・超音波
緊急冠動脈造影（103例）
緊急冠動脈形成術（63例）

紹介や急変に即座に対応できる体制
高度心臓血管センターの活用

慢性期虚血性心疾患
（狭心症・心筋梗塞）

心電図・超音波・核医学（RI）
冠動脈造影・冠動脈形成術（504例/250例）

外来受診・予定入院による心機能・血管病変評価
薬物・カテーテル治療・外科手術の選択

心筋症
（拡張型・肥大型・拘束型）

心電図・超音波・核医学（RI）
核磁気共鳴（MRI）・心筋生検
心臓カテーテル検査

外来・入院での心機能評価
薬物治療（微妙なサジかげんを入院で実施） 
遺伝子診断（必要時）

心不全 心電図・超音波・RI
心臓カテーテル検査
体外循環補助（IABP/PCPS/VAD）
心臓再同期療法（42例）
IMPELLA留置（22例）

集中治療室における急性期治療
慢性期教育入院
薬物治療・心臓再同期療法（ぺーシング治療）
補助人工心臓、補助ポンプImpella

不整脈 心電図・超音波
心臓電気生理学的検査（2例）
カテーテル心筋焼灼術（207例）
ペースメーカ/リードレス/ICD植込術
（69/11/37例）
リード抜去（13例）
CRT（37例）

頻脈性不整脈に対して薬物・心筋焼灼術
ICD（植込型除細動器）移植術
徐脈性不整脈に対してペースメーカ移植術
原因不明の失神に対する精査も行います

心臓弁膜症 心電図・超音波
カテーテルによる弁形成術、弁置換術
（TAVI 253例）
経皮的僧帽弁クリップ術（M-TEER）（58例）

外科手術の適否決定

先天性心疾患 心臓カテーテル検査
カテーテルによる心房中隔欠損閉鎖術（46例）
経カテーテル的肺動脈弁置換術（4例）
バルーン肺動脈拡張術（74例）

薬物治療

その他心・血管疾患
動脈瘤・心筋炎
感染性心内膜炎など

心電図・超音波
細菌・ウイルス検査
心臓カテーテル検査

心不全がある場合にはその治療
感染症治療
心機能評価のうえ外科と連携して治療

閉塞性動脈硬化症
血管再生医療

CT・MRI・血管造影検査
経皮的血管形成術（259例）
骨髄細胞移植による下肢血管再生（24例）
＝先進医療

外来受診により血管病変の評価
入院・カテーテルにより血管狭窄の治療
通常の治療で奏効しない場合血管再生治療

脳塞栓症の予防 カテーテルによる卵円孔閉鎖術
カテーテルによる左心耳閉鎖術

神経内科と連携して治療

（　　）内は2025年度実施数

2025年度診療実績
延べ入院患者数　15,588人　　平均在院日数　5.5日　　外来　20,011人

府立医大　循環器内科　医局　TEL 075‒251‒5511・5512　FAX 075‒251‒5514
 URL https://kpu-m-cardiovascular-and-nephrology.net/
　　　　　救急対応　循環器センター外来　TEL 075‒251‒5030（外来時間帯）
　　　　　　　　　　救 　 急 　 外 　 来　TEL 075‒251‒5645・5646
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